




































































































































































































































































揺 れ 中 揺 れ 後
動的・静的 全要素が動的 環境は静的



















































性 J.lIJ N=222 







企業経営者 主婦 4.1 無職 5.0， ， ， 













な 壁 家 家 家







































































































































































人や子供を守ったJ (10.5 qb)， I火気器具を止























その時に何をしていたかは「仕事J29.7 % ， 
「くつろぐ・遊ぶJ26.1 %， I読書・勉強」
9.5 % I食事の支度J5.0 %， I寝ていた」










I個使用 25.2%， 2個使用 5.9係 3個使用
0.9 %で4個以上の使用はない。使用中の火気器












































































































































カテゴリー 一数|で1.0 カテゴリ ウエイト(冊目関係数) 。 1.0 
性 Bリ 男 29 
(0.170) 女 13 
職 業 学生・生徒 20 
(0目327) それ以外 22 
家少し傾く 8 
建物被害程度 家大きく傾く 6 
(0.104) I 
壊倒 28 
。{IJに{止JI火気保兵 あ り 7 
( 0.475) な し 35 
側に人 b 、 た 36 


















































































20 代 20 代
30 代- 30 代40 代: 圃死亡 40 :f 圃死亡50 代匝コ 口負傷 50 口負傷
60 f~ 60 代
70才以上 70才以上
。 10 20 30% 60% 40 20 。 。 20 40 60 
% 
死傷者発生率 死傷者発生率

















































アイテム カテゴリー サンカレ数| カテゴリー ウエイト(偏相関係数) 1.0 。 1.0 
性 J:lIJ 男 78 
(0.122) 女 96 
10才未満 21 
10 代 39 
20 代 44 
年 代 30 代 13 
(0.238) I 40 代 22 
50 代 17 
60 代 8 
70才以上 10 
家少し傾く 21 
建物被害程度 家大きく傾く 17 
(0.230) 1 家倒壊 136 
側に人| U 、fこ 149 










































































負傷種別(多重回答)は， i切・裂傷J41. 0% 
と「打撲・挫傷J37.7%が多く， i骨折・ひびJ
14.8係， iやけどJ3.3 %， i捻挫・脱臼J1. 6 
























アイテム カテゴリー ~/~Olv~1 (偏相関係数) カテゴリー ウエイト0.5 。0.5 1.0 
性 ~IJ 男 84 
(0.150) 女 19 
年 代
1 0代 31 
(0.166) 
2 0代 60 
3 0代 12 
積極的
防災行動
あ り 25 














































































































































































































































































(73. 9 ~ )， I自宅が倒壊した，あるいは倒壊し
そうにな司たのでJ(32.6錫)および「なんとな
く『ここにいては危ない』と自分で判断して」
(23. 9 ~ )が避難理由として多い。一方の退避行
動では， Iなんとなく『ここにいては危ない』と
自分で判断してJ(73. 3 ~ )， I自宅が倒壊した，







. 45. 7 。 100 ?OO ヨ向。 400 500 600 
押1
2.9 % 火災からの距離





















































































































































卜一一1一5一ー -ー 一20 代 16 年代 I35 
(0.251 ) 
20 -30 






1 人 16 
家族数 2 - 3人 18 
(0.230) L 4 - 5人 22 
6人以上 14 
建物被害程度l卜柱が傾く 3 
(0.218) 家が傾く 18 
家が倒壊 39 
家肢の死・，rw，i Ij: し、 8 
(0.251 ) いいえ 52 
避難行動 広域避難行動 35 







































































































































(偏相関係数) カテゴリー 。 1.0 
大正以前 20 
居住時期 昭和12年以前 29 ，0目186)
10年以内 20 
人 7 
家族数 | 2 - 3人 20 
(0.279 ) 4 - 5人 26 
6人以上 16 
柱が傾く 5 
建物被害程度 家が傾く 23 
(0.161) 
伊l 壊 41 
家族の死・重傷 i土 b 、 10 










































































































































































































1973 地震災害，共立出版， pp .215-2160 17)小坂俊吉・堀口孝男
12)望月利男・宮野道雄 1985 地震浸水時の広域避蛸子動都市計画別
1979 木造建物の諸性状と地震被害の関係につ 冊昭和6咋度第0回学術研究論文集
























Earthquake (地震) ， Human Behaviour (人間行動)， JMA Intensity 7 (震度 7) 
Great Fires (大火災)， Fukui City (福井市)， Maruoka-cho (丸岡町)
